
5 漁搾活動

5-1 サケ

5-1-3 サケの処理 .調理

秋にサケの皮を生のまま剥いで靴の材料にするためにとっておく｡靴の材料には､雄のサケ

の皮の方がよい (何故か理由は不詳)｡イトウなどの他の魚の皮を使ったのは聞いたことがな

い｡自分は､他の魚の皮を実験してみたが皮が弱くて駄目だ｡だから音の人も使わなかったの

ではないか｡(釧路編8-4-6参照)

[屈斜路 日用キヨ氏]

5-2 サケ以外の大きな魚

魚は､オンネチェプonnecepとかポン チェプponcepとか覚えているだけで､エゴイ

(ウグイ)とかカジカのアイヌ語での名前は知らない｡

[屈斜路 日用キヨ氏]
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